
小樽商科大学 卒業論文 （昭和39年度）

年度 番号 　論 題 （Theme） 備考

昭和39 2074 ブラジルの経済発展と地域的不均整
昭和39 2075 低開発諸国の経済発展
昭和39 2076 後進国開発の歴史的考察

昭和39 2077
低開発国の経済発展　-ARBERTO HIRSCHMAN著　Journeys Toward
Progress にもとずいて-

昭和39 2078 低開発諸国の発展と国際協力
昭和39 2079 資本主義の新段階

昭和39 2080
農業発展の戦略及び経済政策　S.R.セン　プランニングに関する他のエッ
セイ　S.R.Sen:The Strategy for Agricultural Development and Other
Essays on Economic Policy and Planning

昭和39 2081 現代ナショナリズムと新国際主義への道
昭和39 2082 日中貿易考察
昭和39 2083 平和共存のための世界経済体制
昭和39 2084 後進国の経済発展と先進国　政治的関係を中心として
昭和39 2085 経済学における論理と価値前提
昭和39 2086 シュンペーターの資本主義観に関する批判的一考察
昭和39 2087 Herberk.G.Grubl著　World Monetary Reform 第一部

昭和39 2088
経済的自由主義と低開発国  Economic Liberalism & Underdevelopment.
By Dr.F.Clairmonte の紹介

昭和39 2089 為替安定性理論の展開
昭和39 2090 TATに関する研究
昭和39 2091 イメージの実証的研究
昭和39 2092 テレビ広告効果判定
昭和39 2093 金融資本形成における銀行資本の役割についての一考察
昭和39 2094 我国に於る管理通貨制度の成立　高橋財政の意味するもの

昭和39 2095
戦後、我が国の独占組織に対する若干の考察　-財閥組織の歴史的過程
と現在の実態-

昭和39 2096 金融資本の基礎理論　-資本と株式会社制度の意味するもの-
昭和39 2097 中小企業の近代化と金融問題
昭和39 2098 現代管理通貨制度の特質
昭和39 2099 国民経済と財政政策　-わが国の財政投融資を中心として-
昭和39 2100 インフレーション　-その貨幣的要因-
昭和39 2101 我国中小企業における資金調達　金融機関借入を中心として
昭和39 2102 東欧社会の停滞性と貧困　-後進国問題に関する予備的考察

昭和39 2103
マックス・ウェーバーの政治思想　-ドイツ・ブルジョワ民主主義への道とそ
の限界-

昭和39 2104 議会改革運動にみられる産業革命期の階級関係
昭和39 2105 ドストエフスキーについて　-思想家としてのドストエフスキー-

昭和39 2106
印度の土地改革(1793～1929)　大地主制と零細小作制の成立、対抗につ
いて

昭和39 2107 ナチス台頭のための主要な客観的条件に対する、史的分析及考察
昭和39 2108 天皇制と二・二六事件
昭和39 2109 レーニン　『プロレタリアートの独裁』の考察
昭和39 2110 T.H.Greenの思想とその歴史的考察
昭和39 2111 大杉栄論
昭和39 2112 社会主義に於ける商品生産及び価値法則について
昭和39 2113 貨幣政策の展開
昭和39 2114 経済成長理論に於けるミードとオットの分析について

昭和39 2115
インフレ理論の展望　-ブロンフェンブレーニナ＝ホルツマンの論文につい
て-

昭和39 2116 J.S.デューゼンベリー著　『景気循環と経済成長』
昭和39 2117 財政＝金融政策の変遷
昭和39 2118 経済安定と財政政策　-Builtin Stabilixerの理論を中心に-
昭和39 2119 海上保険における近因主義と戦争の危険について（イギリスを中心として）
昭和39 2120 我国の経済成長に及ぼす生命保険の役割について
昭和39 2121 THE PRINCIPLES  OF MARINE INSURANCE
昭和39 2122 英国海上保険法における担保に関する若干の考察
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昭和39 2123 保険委付論
昭和39 2124 財務分析に於ける比率法
昭和39 2125 財務諸表監査における監査人の表明する監査意見の考察
昭和39 2126 経営分析方法の発展的体系化とその展開
昭和39 2127 資本と利益の区別について
昭和39 2128 期間損益計算と直接原価計算制度
昭和39 2129 棚卸資産とその評価法について
昭和39 2130 圧縮記帳について
昭和39 2131 経営分析　-損益分岐点析-
昭和39 2132 終身雇用制度と人事管理
昭和39 2133 H.A.サイモン著　『意志決定の新しい科学』
昭和39 2134 経営組織とコミュニケーション
昭和39 2135 P.F.ドラッカーにおける企業成長と経営理念
昭和39 2136 ドラッカーに見る産業的企業の本質
昭和39 2137 我が国労務管理近代化の方向　賃金制度を中心として
昭和39 2138 企業の発展と経営の社会的責任
昭和39 2139 生産性とモラール
昭和39 2140 意思決定と長期経営計画
昭和39 2141 経営におけるモラールと生産性　-人間関係論の意味するもの-
昭和39 2142 意思決定に於ける経営参画　-合理的な意思決定の過程-
昭和39 2143 日本的経営への一考察　-経営家族主義を中心として-
昭和39 2144 米国経営に於ける人間問題把握に関する一考察
昭和39 2145 生産性と賃金　-ラッカープラントによる成果配分-
昭和39 2146 経営組織と職務権限
昭和39 2147 権限委譲とリーダーシップ　-委譲の技術とその限界を論ず-
昭和39 2148 職務評価とその問題点
昭和39 2149 ゼネラルスタッフの職能と組織
昭和39 2150 低開発国問題の新方向
昭和39 2151 産業連関論と一般均衡理論
昭和39 2152 迂回生産と資本利子
昭和39 2153 ケインズの雇用理論について勉強した事
昭和39 2154 分配理論における賃金と利用のRELATIVE SHARES の問題
昭和39 2155 経済学序説
昭和39 2156 動態経済の発展と反省に関する考察
昭和39 2157 経済開発と価格水準　-Geoffray Maynard-
昭和39 2158 独占理論概察
昭和39 2159 経済成長と景気循環　-James S. Duesenberry の諸論-
昭和39 2160 国際通貨論争の若干の考察
昭和39 2161 国際流動性問題
昭和39 2162 日本経済の発展と中小企業
昭和39 2163 日本における外資の流入
昭和39 2164 低開発国の貿易問題
昭和39 2165 オーストラリア及びニュージーランド両国と日本の貿易
昭和39 2166 中国経済の改造と工業化
昭和39 2167 DRUCKER'S VIEW-POINTS IN MANAGEMENT
昭和39 2168 E.E.C.と日本の経済
昭和39 2169 日本貿易の趨勢　-海外市場の推移を中心として-
昭和39 2170 東南アジアの貿易　-貿易構造を中心として-
昭和39 2171 東南アジア地域の市場価値　-対日本貿易を中心とする考察-
昭和39 2172 アジア貿易の分析と工業化
昭和39 2173 人間性福祉国家の建設
昭和39 2174 産業確立期のイギリスにおける貿易政策思想
昭和39 2175 最近における日本経済の変貌　-生産と消費を中心として-

昭和39 2176
低開発国理論におけるアプローチの考察　-ロストウの経済成長段階説の
再吟味-

昭和39 2177 日本貿易の構造的分析と日中貿易の経緯
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昭和39 2178 低開発国の貿易とその経済学的考察
昭和39 2179 戦後世界経済構造の変動
昭和39 2180 アルゼンチン・ブラジルへの貿易振興策　-実証分析を通して-
昭和39 2181 日本の輸出伸長のために
昭和39 2182 外国を通じての我国石油産業の分析と国際的石油カルテル考察
昭和39 2183 線形経済学　-その理論経済学に於ける展望-
昭和39 2184 経営事務機械化の諸問題
昭和39 2185 ｼﾝﾌﾟﾚｯｸｽ法に関する特殊な問題
昭和39 2186 自動データ処理の会社研究　事務機械化の会社実例
昭和39 2187 企業内の情報及意志決定システムに関するシミュレーションについて
昭和39 2188 情報処理と事務機械化　電子計算機を中心として
昭和39 2189 地域経済学の分析手法　-地域連関分析を中心に-
昭和39 2190 Margaret Hell著　DISTRIBUTIVE TRADING 第1.2.3章の翻訳
昭和39 2191 レオンティエフ体系の一般均衡体系への定式化
昭和39 2192 資産評価論

昭和39 2193
会計理論における動機の公準　THOMAS R.PRINCE 著 -EXTENTION OF
THE BOUNDARIES OF ACCOUNTING THEORY- 要約

昭和39 2194 企業会計における利益概念とその表示について　-異常項目の処理-
昭和39 2195 事業部制に関する概略的考察
昭和39 2196 原価管理
昭和39 2197 直接原価計算制度
昭和39 2198 わが国原価計算制度の一考察
昭和39 2199 資本剰余金項目の検討
昭和39 2200 引当金について
昭和39 2201 資金運用表と資金会計について
昭和39 2202 剰余金会計のうち利益剰余金について
昭和39 2203 某音響メーカーの経営分析
昭和39 2204 減価償却についての一考察
昭和39 2205 会計学の本質
昭和39 2206 現代企業会計の前提と貨幣価値変動会計
昭和39 2207 経営分析体系のあり方　安定的適正経営収益性分析
昭和39 2208 世界平和を真に維持発展させる制度
昭和39 2209 生産財におけるマーケッティング戦略
昭和39 2210 流通革新と百貨店経営
昭和39 2211 わが国中小企業の特質とその史的背景
昭和39 2212 流通革命の進展と卸売業の今後の動向
昭和39 2213 輸出と海外市場調査
昭和39 2214 販売組織における内部経済と外部経済
昭和39 2215 マーケッティング・リサーチと新製品調査

昭和39 2216
生産財市場について若干の考察　インダストリアル・マーケティング活動へ
のアプローチ

昭和39 2217 新製品販売の戦略
昭和39 2218 新製品開発とアイディアおよびネーミング
昭和39 2219 消費者行動の研究　-購買行動を中心として-
昭和39 2220 流行論　-服飾の流行を中心として-
昭和39 2221 鉄鋼の流通経路
昭和39 2222 現代の広告に関する一考察　-その社会的役割と責任を中心として-
昭和39 2223 消費者系列化政策
昭和39 2224 事業部制　-その実施に当たっての問題点の分析-
昭和39 2225 利子率体系の理論
昭和39 2226 我国の金融制度と産業資金需給に於ける問題点
昭和39 2227 利子率決定の理論　-W.T.Newlyn利子論への接近-
昭和39 2228 創造利得にかんする研究ノート
昭和39 2229 マルクス経済学の方法　現状分析序説　その1

昭和39 2230
戦後地方証券取引所の役割とその問題点　-地方取引所の在立の危機こ
れを利用しているのは誰か-

昭和39 2231 経済学方法論　-宇野経済学方法論の批判を通して-
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昭和39 2232 反独占法規の限界　-私的独占禁止法を中心に-
昭和39 2233 賃銀論　-賃銀理論の基礎的一般考察動学的賃銀決定機構について-

昭和39 2234
国家独占資本主義における若干の問題点の解明と新しい社会主義への
道

昭和39 2235 戦後の日本における企業集中
昭和39 2236 時系列分析　-マルコフCHAINを中心に-
昭和39 2237 実験計画法の基礎的考察
昭和39 2238 在庫管理の基本的理論
昭和39 2239 需要分析　-需要分析のための統計的手法を中心に-
昭和39 2240 集計の問題　AGGREGATION PROBLEM
昭和39 2241 位 相
昭和39 2242 経済予測の方法論
昭和39 2243 標本調査法　-マーケッティング・リサーチにおける統計的一手法としての-
昭和39 2244 統計的品質管理とコスト
昭和39 2245 市場調査の計画と実施
昭和39 2246 ミニマックス定理の証明とゲームの解法
昭和39 2247 統計的決定理論
昭和39 2248 自己相関の諸問題
昭和39 2249 日本の自動車産業と将来
昭和39 2250 英国職業団結の立法の社会哲学的考察
昭和39 2251 明治時代の北海道の炭鉱
昭和39 2252 ケインズの社会思想
昭和39 2253 イギリス賃労働の歴史的展開に関する一論研
昭和39 2254 日本資本主義における低賃金構造の形成
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